
⁷ 品質基準書

 工事

   現場施工管理者は、施工者に事前にＪＩＯ品質基準

 を説明することにより、この基準を守る様お願いします。

   この基準書に異なる工事を行ったときには検査を合格

  する事ができません。

１１－１
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M's-user
テキストボックス
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事

木造軸組工法における各仕口(筋かい端部、柱と横架材)等の緊結方法、ならびに使用する
接合金物は、 によるものとする。

ה
。

接合金物の選択は、告示の規定、あるいは構造計算、引張耐力計算(以下Ｎ値計算と表記)
のいずれかの方法によるが、Ｎ値計算によるものが簡便かつ現実的な金物の選択が出来る
と思われます。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷ 

いかなる場合も筋かいを欠き込んではならない。間柱と取り合う部分では間柱を欠き込む。

火打材、および梁の下端は欠き込んではならない。

実際の現場でも、ホールダウン金物(以下“ＨＤ金物”と呼びます)と筋かいが取り合う部
分で、筋かいを欠き込んでいる事例が多くみられます。
基礎工事の段階で、ＨＤ金物用アンカーボルトを正確な位置に埋め込むことが重要ですが、
(そのためにもコンクリート打設前に型板等を用いて設置することが必要)、筋かいを取り
付ける段階でＨＤ金物と筋かい、あるいはＨＤ金物用アンカーボルトと筋かいが当たって
しまう場合でも、金物を工夫する等で筋かいの欠き込みを避けることができます。

詳しくは４-２、４-３を参照してください。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事 ⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷  

以下の写真のようにＨＤ金物用アンカーボルトが筋かいに当たってしまう場合は、筋かい
を取り付ける位置を柱の外面から内面(またはその逆)に変更して取り付けます。

※外面合わせ・内面合わせのいずれも
  当たってしまう場合は？

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

部位

解説

No

筋かいとＨＤ金物用アン
カーボルトが当たるため、
筋かいを欠き込んでいる事
例

筋かいを欠き込まずに取
り付けられる。

柱 105×105

筋かい 45×90

柱 105×105

筋かい 45×90

45   15   45

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄＭ16

左図のように、105×105の柱、45
×90の筋かいの場合、ＨＤ金物用
アンカーボルトがちょうど通り芯
に入っていると、筋かいを柱の外
面・内面いずれに合わせてもボル
トとわずかながら当たってしまう
場合があります。

その場合は右図のように、筋か
いをボルトにぴったりくっつけ
ます。わずかに柱の外面より
出っ張りますが、ステンレス製
で厚さが薄い(板厚0.6㎜)筋かい
金物が市販されています。これ
を使えば、外装仕上げにほとん
ど影響なく納めることが出来ま
す。
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事

ＨＤ金物の取り付けに支障がある場合の対処方法の例を以下に紹介します。

◎ＨＤ金物と筋かいが当たってしまう場合の対処方法の例

柱

高ナット

柱

基礎工事の段階あればこの方法で対処できます。

アンカーボルトの埋め込み長さを360㎜、土台105×105、

基礎パッキンを使用しないケースで計算すると、土台上端

からのアンカーボルトの出寸法は以下のようになります。

柱

おおむねＬ=800㎜以上のアンカーボルトを使用することで、

ＨＤ金物と筋かいの干渉は避けられると想定できます。

(注)

筋かいの寸法や角度にもよりますので、実際の現場で使

用する際はその都度検討が必要です。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

３３５㎜

４３５㎜

５３５㎜１０００㎜

８００㎜

９００㎜

１３５㎜

２３５㎜

６００㎜

７００㎜

部位

解説

No

アンカーボルト長さ 出寸法(左図※印)

※

ＨＤ金物用アンカーボルトの出
寸法(左図※印)が短く、ＨＤ金
物が筋かいに当たってしまう。

※

高ナットを使用し、ＨＤ
金物用アンカーボルトを
延長して(左図※印)ＨＤ
金物を取り付ける。

基礎

土台

基礎

土台

筋かい

筋かい

あらかじめＬ＝800以上のアンカーボルトを使
用する。(注)

基礎

土台

筋かい

埋込長さ
360㎜以上

埋込長さ
360㎜以上

埋込長さ
360㎜以上

※
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事

◎ＨＤ金物用アンカーボルトの位置が柱から離れすぎていて、台直しをしなければＨＤ金
  物が取り付けられない場合の対処方法の例

柱

高ナット

柱

ズレをカバーする金物には以下の例があります。

受け材

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 04 年 4 月 9 日 ＪＩＯ検査技術部

くるピタ

耐震Ｊケーブル

メーカー

エイム㈱

テザック

部位

解説

No

金物名称

基礎

土台

ＨＤ金物用アンカーボルトが柱か
ら離れすぎていて、台直しをして
ＨＤ金物を取り付けている。

台直し

ズレ

基礎

土台

台直しをせず、市販のズレ
をカバーする金物を使いＨ
Ｄ金物を取り付ける。

基礎

土台

あらかじめ受け材を取り付け、距離を調整して
からＨＤ金物を取り付ける。

受け材の柱への固定；
コーススレッドビス２-＠50
(ＨＤ金物取付ボルトと干渉する部分は除く)
長さは60㎜＋受け材厚さ以上

ＨＤ金物の取り付け；
貫通ボルトＭ12または
ラグスクリューＭ12
(ラグスクリューの長さは、
110㎜＋受け材厚さ以上)

ボルト～柱面の距離

31 D

受け材の寸法；
長さL：土台上端からHD金物天端までの高さ＋200㎜以上
厚さD：ボルトと柱面までの距離－31㎜
  幅 ：柱幅と同寸

2
0
0
以

上
土
台

上
端

～
H
D
金

物
天

端

受
け

材
長

さ
L
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テキストボックス
1階柱頭、2階柱脚のホールダウン金物は整合させなければいけません



ホールダウン金物の注意点
（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの種類）



ホールダウン金物の注意点
（上下階の整合）



ＪＩＯ品質基準解説

  木工事

接合金物を取り付ける際は、以下の点に注意する。

１．出隅・入隅部分においては、土台等横架材の小口面に金物をつけてはならない。
２．背割りのある柱を用いる場合は、背割りのある面に金物を取り付けてはならない。

土台等、横架材の小口面と金物(釘)との関係について

小口面に打った釘の許容せん断耐力は、
側面に打ったときの３分の２に低減します。
(日本建築学会：木質構造設計基準・同解説より)

したがって、金物を取り付ける際は、小口
を避け、側面に取り付けるか、土台の上端
に取り付けるタイプのものを使用します。

柱の背割りがある面に金物を取り付けると、金物を留め付ける釘またはビスが背割りの中
に入るか、または極めて近接して釘またはビスがきかなくなります。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No

土台等、横架材の小口面に金物を
取り付けてはならない。

・・
・・
・
・・・

例；105×105の柱(背割り入り)に45×90の筋かいをボック
ス型金物を使用して緊結した場合。

左図のように、筋かい金物を留め付けるビスが背割りと極
めて近くなり、所定の耐力が期待出来なくなります。

背割りビス

ボックス型
筋かい金物

柱 105×105

筋かい 45×105

背割りのある面は避け、
プレート型の筋かい金物
を用いて緊結します。

(図では土台と柱の接合金
物は省略しています)
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷ 

胴差、梁、桁の継手は、梁、筋かい、火打を受ける柱間に設けてはならない。

土台の継手は、床下換気口および床下人通口の上に設けてはならない。
土台の継手は、柱に近接した位置に設けてはならない。

以下の場所には胴差、梁、桁の継手は設けてはならない。地震等で大きな力がかかった際
に外れてしまうおそれがあります。

：継手を設けてはならない範囲

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No

火打梁

梁

柱

柱

間柱

火打ちを受ける柱間

梁を受ける柱間
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷ 

筋かいを設ける柱間に横架材の継手を設けると、筋かいから柱へ突き上げの力が働いた際
に横架材も持ち上げられ、継手が外れるおそれがあります。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

部位

解説

No

突き上げの力

外れるおそれ

柱

土台

筋かい

梁・胴差
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事

基礎と土台(および柱)の取り合い部分については、以下のとおりとする。

１．土台は基礎からはみだしてはならない。
２．基礎と土台の間にはすきまが生じないようにする。万一すきまが生じた場合、その寸
    法は２㎜以下であること。なお、基礎パッキンを使用する場合は除く。
３．床下人通口、床下換気口の上に柱を設けてはならない。

土台と基礎(および柱)との関係において、悪い例を以下に示します。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No

基礎

基礎から土台が
はみだしてい
る。

基礎

基礎の長さが不
足し、柱(の一
部)が基礎に
載っていない。

基礎と土台の間に２㎜以上のすきまがあ
る。(基礎パッキンの場合を除く)

基礎

土台

土台

柱

土台

基礎

土台

柱

床下換気口または
人通口

柱にかかる荷重で土台が変形、破
損するおそれがあります。
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事 10

耐力壁として構造用合板、各種ボード類(以下“構造用面材”という)を使用する際の釘の
種類およびピッチは下表による。

構造用面材に釘を打ち込む際は、釘頭をめりこませてはならない。

構造用面材を留め付ける釘の種類およびピッチは下表による。
平成14年度版住宅金融公庫共通仕様書より抜粋

面材耐力壁の種類 材料
構造用合板

パーティクルボード

構造用パネル 構造用パネルのJASに適合するもの。

ハードボード

硬質木片セメント版

石膏ボード

シージングボード

釘頭のめりこみについて

釘打ち機を使用する場合、打撃力が強すぎると釘の頭が面材の面よりめりこんでしまいま
す。これでは規定どおりの釘を規定のピッチで打ったとしても所定の耐力が得られない場
合があります。必ず釘頭が残るよう打撃力を調整して打つことが必要です。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

外周部100以下
その他200以下

2.5

2.0

1.0
JIS A 5905に適合するもの。        厚
さ１２㎜以上

Ｎ50

ＳＮ40

ＧＮＦ40又はＧ
ＮＣ40

JIS A 5908に適合するもの。        厚
さ１２㎜以上

JIS A 5905に適合するもの。
厚さ５㎜以上

JIS A 5404に適合するもの。        厚
さ１２㎜以上

JIS A 6901に適合するもの。        厚
さ１２㎜以上

倍率釘の間隔釘の種類
構造用合板のJASに適合するもの。   特
類。厚さ7.5㎜以上

１５０以下
外周部･その他

共

解説

部位

基準

No

めりこみの許容範囲は、釘頭
と面材が面一(ツライチ)にな
るまでとします。

それ以上めりこんでいる場合
はその釘の近くに増し打ちし
ます。

面一
構造用面材

釘

M's-user
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M's-user
テキストボックス
構造用面材を真壁受材仕様で施工する場合、受材は30×40mm以上の材をN75@300以内で柱梁に留め付けます。尚、床が根太レス仕様の場合、内部耐力壁を真壁受材仕様とすることはできません。



壁量計算の基本（面材耐力壁）

M's-user
長方形



壁量計算の基本（面材耐力壁）

受材 受材



壁量計算の基本（面材耐力壁）



壁量計算の基本（面材耐力壁）





ＪＩＯ品質基準解説

  木工事 11

屋内に梁、小屋束等を露出する場合(化粧梁)でも、仕口は金物で緊結する。

屋内に梁や小屋束を露出する場合に、羽子板ボルトやかすがい等の金物を見せないように
する方法をいくつか例示します。

座彫りの上、隠しボルトで緊結。

小屋束の固定に、梁上部にＬ型の金物（ひら金物SM-12と同等品以上）を使用する。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 03 年 12 月 17 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No
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ＪＩＯ品質基準解説

  木工事 12

小屋組みについては以下のとおりとする。

束・母屋の断面寸法は９０×９０㎜以上、棟木の寸法は母屋の断面寸法以上とする。
束の上下端の仕口は短ほぞ差しとし、かすがい両面打ちまたはひら金物当て釘打ちとする。
母屋・棟木の継手は束の位置を避け、束より持ち出して腰掛け鎌継ぎまたは腰掛け蟻継ぎ
とし、Ｎ７５釘２本打ちとする。
母屋のＬ字部の仕口は大入れ蟻掛けとし、上端よりかすがい打ちとする。

桁行筋交い、振れ止めは棟木の下に設ける。(棟木が複数ある場合はそれぞれの棟木とする。)
小屋筋交いは妻壁部分又はその付近に設置する。（妻壁が複数ある場合はそれぞれの妻壁とする。）

 振れ止めは、桁行筋交い、小屋筋交いと併用して設置する。ただし、棟木と小屋梁が平行して
 いる箇所には振れ止めの設置は不要とする。

屋根形状が寄棟の場合においても、桁行筋かい、振れ止めの設置位置は同様とする。また
、一対以上の小屋筋交いを設置する。
筋交いは傾きが左右対称になるように設ける。
筋交い、振れ止めの代用に構造用合板による当該全面施工を行う事ができるものとする。
筋交い、振れ止め断面寸法は貫以上とし、Ｎ５０釘２本にて束に留め付ける。
小屋束の長さが500mm未満の場合は、筋交い、振れ止めは取り付けなくてもよい。

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 5 年 2 月 1 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

棟木

束

小屋梁

桁行き筋かい

振れ止め

棟木の長さに応じ、適宜
たすき掛けとする。

束の上下：
かすがい２本打ち
または
ひら金物釘どめ

棟木と小屋梁が平行
している箇所には
振れ止めは不要。

Ｎ５０釘×２

棟木・母屋の継手：
腰掛け鎌継ぎまたは腰掛け蟻継ぎ
Ｎ７５釘×２

・
・

・
・

・
・ 束

小屋梁

小屋筋かい
Ｎ５０釘×２

棟木

母屋

・
・

・
・

・
・

M's-user
長方形

M's-user
長方形

M's-user
長方形

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



ＪＩＯ品質基準解説

  木工事 １

以下①、②の場合には、羽子板ボルトを２本使用して緊結する。

①柱と梁成３００以上の梁が取り合う場合
②梁成３００以上の梁同士が取り合う場合

①、②の場合の羽子板ボルト取り付け例をそれぞれ図で示します。

【①の場合】

【②の場合】

作成日： 03 年 4 月 30 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No

柱

胴差(梁)
梁

梁成
300㎜以上

通しボルト、
ｺｰﾁｽｸﾘｭｰいずれも可。
(ｺｰﾁｽｸﾘｭｰはL=90㎜以上)

受ける側の梁成が
小さい場合

受ける側の梁成が
大きい場合
(目安として240㎜以上)

羽子板ボルトを、梁
の側面と下面に取り
付ける。

羽子板ボルト２本を、
梁の側面に取り付ける。

柱

胴差(梁)

梁

梁成
300㎜以上

300㎜以上

羽子板ボルト２本を、
梁の側面に取り付ける。

または羽子板ボルト２本を、梁の両面に
通しボルトを介して取り付けても可です。
この場合、羽子板ボルトは梁成の中央付近に取
り付けます。 通しボルト

M's-user
長方形

M's-user
長方形

M's-user
テキストボックス
構造計算書の横架材接合部の引張耐力の検討にもよる。

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



ＪＩＯ品質基準解説

  木工事 １

在来工法の軒の出がない場合のたる木の緊結は､下記のいずれかによる。

①ひねり金物･折曲げ金物及びくら金物等で緊結する。
②たる木の脳天より釘で緊結する.

①ひねり金物･折り曲げ金物及びくら金物等で緊結する。

たる木

鼻隠し ひねり金物（折曲げ金物及びくら金物等）
(Zﾏｰｸ同等認定品）

横架材(桁）

②たる木の脳天より釘で緊結する。

たる木

鼻隠し たる木の脳天より釘打ち。
(釘ｰたる木の成の2.5倍の長さ）

横架材(桁）

作成日： 04 年 2 月 2 日 更新日： 年 月 日 ＪＩＯ検査技術部

解説

部位

基準

No

M's-user
長方形

M's-user
長方形

M's-user
テキストボックス
ひねり金物の本数は、構造計算書による。

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×
○（基礎配筋検査）・構造体検査

○テーマ：土台とアンカーボルト

・土台継手の下木
側にアンカーボル
トが設置されてい
る。

・アンカーボルト
の押さえがきか
ず、上木側の土台
が引き抜かれる。

・土台継手の上木
側にアンカーボル
トが設置されてい
る。

・アンカーボルト
が有効に働く。

引き抜きによる力

基礎

アンカーボルト

土台

下木側

上木側

継手

基礎

継手

上木側

下木側

土台
アンカーボルト

○

１２－２

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

基礎

土台

継手

200mm内外

×

○（基礎配筋検査）・構造体検査

○テーマ：土台とアンカーボルト

・土台継手の位置
にアンカーボルト
が設置されてい
る。

・土台が破壊され
て建物の崩壊につ
ながる。

引き抜きによる力

基礎
アンカー
ボルト

土台

継手

○ ・土台継手の端部
から200mm内外に
アンカーボルトが
設置されている。

・土台継手の押さ
えが出来、破損も
防げる。

アンカー
ボルト

１２－３

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×
○構造体検査

○テーマ：柱の配置

○

・柱の下に基礎が
ない。

・上部の荷重が
基礎に有効に伝わ
らず、構造部分の
破壊につながる。

基礎
床下換気口
or人通口

柱

土台

基礎

柱

土台

・柱の下に基礎が
ある。

・上部の荷重が
基礎に有効に伝わ
り、構造的に安定
する。

１２－４

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×
○構造体検査

○テーマ：胴差し継手と火打ち梁

○

○胴差し（横架材）
の継手位置が火打ち
梁に接近している。
(火打梁の取付く壁の
中にある。）

・地震などの力がか
かった場合、この部
分で破損する恐れが
ある。

胴差しの継手位置が
火打ち梁と近い。

火打ち梁

柱 間柱

胴差し

○火打ち梁は胴差し
（横架材）との組み
合わせで構造の区画
の剛性を高める重要
な部材である。火打
ち梁を欠き込んだり
しないことが大切で
ある。
また、同様理由でこ
の部分に胴差し（横
架材）の継手を設け
る事は避けなくては
ならない。

火打ち梁

胴差しの継手が火打ち梁の
近くに設けられていない事。

胴差し

注：仕口部分の大入れは、
    支障ありません。

１２－５

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

○構造体検査

○テーマ：胴差し継手と筋交い

○

○筋交いの取付く
壁の中に胴差し
（横架材）の継手
が設けられてい
る。

・筋交いからの力
で柱に突き上げの
力が働き胴差し
（横架材）も持ち
上げられ、継手の
部分がはずれる恐
れがある。

○筋交いの取付く
壁の間の胴差し
（横架材）に継手
部分がない。

・筋交い、柱を通
しての突き上げの
力に対抗できる

胴差し(横架材)の
継手が筋交いの
取付く壁内にある。

筋交い

筋交い
ﾌﾟﾚｰﾄ

土台

胴差し

柱

突き上げの力

筋交い

筋交い
ﾌﾟﾚｰﾄ

土台

胴差し

柱
筋交いの取付く壁内に
胴差し(横架材)の継手
が設けられていない。

×

１２－６

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×

○

○構造体検査

○テーマ：筋かい(たすき掛け)

・切断又は欠き込
みをした筋かいは
水平力がかかると
はずれたり、折れ
たりする恐れがあ
ります。

筋かいを欠き込み
又は切断をしない
と取付けられない

・45×90の筋かい
を使用した場合切
断又は欠き込みを
せずに取付けられ
ます。

・切断又は欠き込
みをしていないた
めに筋かいは水平
力に抵抗すること
が出来る。

45×90　たすき掛け

45×90

１２－７

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

左右からの水平力に抵抗す
る事が出来る

×

○

○構造体検査

○テーマ：筋かいの取付け方向

・筋かいが同じ方
向に入っているの
で片方からの力に
しか抵抗すること
が出来ない。
左図では右からの
水平力がかかった
場合柱が引きぬか
れる恐れがありま
す。

左からの水平力に 弱い

・同一耐力壁線に
耐力壁を設ける場
合は傾きが対にな
るように設ける。
左図の様に筋かい
を設けることで左
右からの水平力に
抵抗することが出
来ます。

１２－８

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×

○

○構造体検査

○テーマ：ホールダウン金物の取付け位置

・ホールダウン金
物が低く取付けら
れている為に筋か
いとぶつかってい
ます。
左図のように筋か
いを欠き込んでし
まっては筋かいの
耐力が十分にでま
せん。

ホールダウン
金物が筋かい
に当る為に
筋かいを欠き
込みしている。

筋かい
ホールダウン
金物

柱

土台

・ホールダウン金
物と筋かいがぶつ
かる個所は左図の
様にホールダウン
金物の取付け位置
を上げて筋かいと
当らないように設
ける。
・アンカーボルト
Ａ－70を使えば筋
かいを避けて高い
位置に取付けるこ
とが出来ます。

ホールダウン
金物の取付け
位置を上げて
いる。

柱

土台

ホールダウン
金物 筋かい

１２－９

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×

○

○構造体検査

○テーマ：筋かいの取付け位置

・筋かいが柱側に
寄ってとりつけら
れています。
(ａ<ｂ)
この状態では筋か
いプレートは筋か
いの隅に取付けら
れ、所定の位置に
釘を打つことが出
来なくなります。

ａ

ｂ

筋かいプレート
の釘を打てない

土台

筋かいプレート

柱

筋かい

・筋かいの取付け
位置は土台と柱に
半分ずつかかるよ
うに取付ける。
(ａ：ｂ＝１：１)
この状態で金物は
筋かいの中央に取
付けることが出来
ます。又所定の釘
の数を打つことが
出来ます。

ａ

ｂ 土台

柱 筋かいプレート

筋かい

１２－１０

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×
○構造体検査

○テーマ：アンカー

○
柱両端に

アンカーが
必要

但し、片筋かい
の上端が取付
く柱の下部付
近のアンカー
ボルトとの間隔
が Ｌ＝２．０m
以内であれば
筋かい下端の
柱付近のもの
は省略できる

・耐力壁の両側の
柱にアンカーが設
けられていない
・土台に引き抜き
の力が加わり、変
形や破壊に繋がる

・耐力壁両側の柱芯から200mm内外の位置にアンカー有り
・柱脇のアンカーで引き抜きの力に対抗出来る

Ｌ

但し､場
合により
アンカー
省略可

200

１２－１１

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

 

○

×

○構造体検査（在来工法）

○テーマ：構造用面材（大壁造）を受材で継ぐ場合

構造用面材 継ぎ手部分受
材45mm×100mm

大壁造の構造用面材の継ぎ手の受材に、45mm
以上×100mm以上の材を「見込み平使い」で
使っている。

※注意  大壁造の場合、公庫標準仕様書に記載されて
いる真壁造の「４５mm×６５mm以上」という寸法は適
用できませんので注意願います。

100mm以上

4
5
m
m
以
上 釘Ｎ５０＠１５０

 断 面

耐力壁：構造用面材

・ 釘は釘Ｎ５０を＠１５０ｍｍ以下の間隔で打って下さい。      ※
大臣認定等を取得している面材はその認定基準に準じて下さい）

・在来工法の大壁造において、構造用面材を、やむをえず、はり、柱等以
外で継ぐ場合には、その間柱、胴縁等の断面は45mm×100mm以上とする必要
があります。                                            (住宅金融
公庫 木造住宅共通仕様書に記載があります）

 （○見込み平使い）

大壁造において、耐力壁の構造用面材の継
ぎ手部分の受材に、30mm×90mmの材を「見
付け平使い」で使っていた。

30mm

9
0
m
m

 （×見付け平使い）

・ 壁倍率としてカウントしていない、単
なる下地合板の場合は除きます。

100mm以上

4
5
m
m
以
上

１２－１８

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

×
○構造体検査

○テーマ：基礎と土台のズレ

・基礎と土台がズレていて一致していない。

○

基礎

土台

基礎

土台

基礎長さがたり
ないで、外れて
いる。

柱

一致しない
で、外れて
いる。

・土台が基礎からはみ出している場合は、内側・外側に関わらず、
不合格になります。

基礎

土台

基礎

土台

柱

・基礎と土台にズレがなく一致している。

・荷重を受けた
時に、土台が傾
いたり、破損し
たりすることを
防止できます。

・基礎立上がりの対角寸法が一致していない場合もありますので、
建て方前に確認が必要です。（特に偏芯基礎の場合などは、対角寸
法を間違えやすいので基礎工事時に注意が必要です。）

・設備機器の施
工や、外装仕上
げ材の施工に支
障がでません。

１２－１９

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

○

×
○構造体検査

○テーマ：土台継手

・継手が床下換気
口上部に設けられ
ている。

・荷重や地震力を
受けた時、土台が
破損する恐れがあ
ります。

・継手が床下換気
口上部に設けられ
ていない。
・継ぎ手が柱に近
接していない。
（継手は強度的に弱
いので、柱に近接し
ていると、荷重や浮
き上がりの力が加
わった時、破損する
恐れがあります。）

基礎

土台

継手

柱

３０mm以上

基礎
床下換気口
or人通口

土台

継手

１２－２０

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

○構造体検査

○テーマ：土台・横架材

・設備配管を
通すために土
台、又は横架
材を欠きこん
でいる。
・強度や耐久
性に支障があ
る。

土台又は
横架材土台上面

又は横架材上面

床上面

設備配管

床上面
設備配管

土台又は
横架材

設備壁、又
はパイプ
スペース

土台上面
又は横架材上面

・設備壁、又
はパイプス
ペースを設け
ているため、
土台、又は横
架材を欠きこ
んでいない。

１２－２１

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス



検査ポイント

○

×

○構造体検査

○テーマ：ボルト・ナットの取付け、締めつけ確認

・構造体検査までに、アンカーボルト・羽子板ボルト・
ホールダウン金物などのナットの締めつけ確認が完了し
ていない。

・構造体検査時にナットがないなどによ

り締めつけ確認ができない場合は不合格

になります。

・構造体検査までに、アンカーボルト・羽子板ボル
ト・ホールダウン金物などのナットの締めつけ確認
が完了している。

締めつけ確認後にマーキングをして

いる羽子板ボルトの事例

ナット締めつけ確認済みのホールダウン金

物、土台アンカーボルトの事例

マーキング

１２－２３

M's-user
テキストボックス
新潟地域型住宅協議会ネイティブハウス




